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代表質疑
　市川市議会では、毎年 2月定例会で会派の代表が会派独自の立場から質疑をする代表質疑を
行っています。代表質疑の対象は、市長の施政方針、教育長の教育行政運営方針の他、新年度
予算の内容及びこれに関連する条例案で、質疑時間は会派の均等割り時間60分に所属議員数
×15分を加えた時間（ 3人に満たない会派は議員 1人につき20分）です。この中から会派が
指定した項目の主な内容を掲載しました。

塩
浜
護
岸
整
備

問
　
施
政
方
針
に
は
、
塩
浜
地

区
に
関
し
て
、
護
岸
の
未
整
備

区
間
に
つ
い
て
着
実
な
進
展
を

図
る
と
あ
る
。
塩
浜
護
岸
の
整

備
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

塩
浜
2
丁
目
護
岸
の
未
整
備
区

間
約
2　0　0　ｍ
は
、
整
備
が
完

了
し
た
9　0　0　ｍ
区
間
と
か
つ

て
同
じ
時
期
に
整
備
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
安
全
性
等
の
問
題
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
護
岸
整
備
に
つ
い
て
、
施

工
者
の
県
に
よ
れ
ば
、
塩
浜
3

丁
目
護
岸
約
6　0　0　ｍ
に
つ
い

て
は
ま
だ
具
体
化
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
塩
浜
2
丁

目
護
岸
約
1　1　0　0　ｍ
の
う
ち
、

未
整
備
の
約
2　0　0　ｍ
区
間
は

平
成
27
年
度
に
着
手
し
、
29
年

度
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
塩
浜
2
丁
目
護
岸
約
1

1　0　0　ｍ
は
、
昭
和
40
年
代
半

ば
に
県
が
整
備
し
て
か
ら
40
年

以
上
が
経
ち
、
老
朽
化
や
腐
食

等
が
進
ん
で
お
り
、
安
全
面
か

ら
も
早
急
に
対
処
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

県
に
対
し
、
早
期
の
整
備
を
強

力
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

当
初
予
算

問
　
市
は
平
成
26
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
は
ど
う
影
響
す
る
と
み
て

い
る
か
。
次
に
、
当
初
予
算
に

お
け
る
財
政
指
数
の
推
移
の
う

ち
、
財
政
力
指
数
の
み
、
前
年

度
の
数
値
を
普
通
交
付
税
算
定

結
果
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
い

る
が
、そ
の
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

交
付
団
体
と
な
り
普
通
交
付
税

が
歳
入
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
る

影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影

響
と
し
て
は
、
市
全
体
で
約
4

億
円
の
増
収
及
び
約
10
億
円
の

負
担
増
と
な
る
と
み
て
い
る
。

次
に
、
財
政
力
指
数
は
毎
年
7

月
に
普
通
交
付
税
の
算
定
結
果

ス
ポ
ー
ツ

タ
ウ
ン
構
想

問
　
市
の
北
東
部
に
欧
州
名
門

ク
ラ
ブ
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

が
開
校
し
、
市
全
体
で
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
も
の
と

考
え
る
。
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
本
計
画
の
方
針
の
1
つ
に
、

施
設
の
少
な
い
地
域
へ
の
複
合

施
設
の
整
備
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
市
北
東
部
の
ス
ポ
ー
ツ
タ

ウ
ン
構
想
を
含
め
て
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
施
策
の
方
向
性
と

具
体
的
な
内
容
を
問
う
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
構
想
で

は
、
国
府
台
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
や
市
民
プ
ー
ル
等
、
老
朽
化

が
進
む
既
存
施
設
の
課
題
解
決

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
と
共

に
、
北
東
部
地
域
に
お
け
る
施

設
整
備
の
方
針
を
定
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
平
成
26
年
度
は
、

構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
、
整

備
対
象
区
域
の
特
定
、
課
題
の

抽
出
、
施
設
の
規
模
・
配
置
等

の
他
、
既
存
施
設
の
課
題
解
消

に
関
す
る
調
査
・
検
討
を
行
い
、

完
成
し
た
策
定
内
容
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
限
り
、
翌
年
度
予

算
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の

維
持
管
理

問
　
本
市
で
は
、
高
度
経
済
成

長
期
の
人
口
増
加
へ
の
対
応
と

し
て
短
期
間
に
多
く
の
公
共
施

設
が
建
て
ら
れ
た
。
建
設
か
ら

30
年
以
上
を
経
て
老
朽
化
が
進

む
こ
れ
ら
施
設
の
維
持
・
更
新

を
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
市
の
公
共
施
設
は
、
今

後
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
や
大

規
模
修
繕
、
建
て
替
え
の
集
中

に
よ
る
財
政
負
担
増
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
施
設
を
効
率
的
・

効
果
的
に
管
理
す
る
た
め
の
保

全
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
平
成
26
年
度
は
財
政
部
に

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当

室
を
設
置
し
、
公
共
施
設
情
報

の
一
元
化
を
図
る
他
、
公
共
施

設
白
書
を
作
成
し
、
施
設
の
現

状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
。
今
後
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
公
共
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め

る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て

活
用
し
て
い
く
。

小
中
一
貫
校

問
　
教
育
行
政
運
営
方
針
に
、

平
成
26
年
度
か
ら
、
学
校
間
の

連
携
と
し
て
、
塩
浜
小
・
中
学

校
の
小
中
一
貫
校
化
を
進
め
、

モ
デ
ル
校
と
し
て
の
開
設
準
備

を
進
め
る
と
あ
る
。
そ
こ
で
、

小
中
一
貫
モ
デ
ル
校
と
し
て
の

検
証
時
期
や
検
証
結
果
の
活
用

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
現
在
、
27
年
度
か
ら
の
小

中
一
貫
校
へ
の
移
行
に
向
け
、

学
識
経
験
者
、
保
護
者
、
地
域

住
民
等
で
構
成
す
る
検
討
委
員

会
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
モ

デ
ル
校
の
検
証
は
、
第
一
段
階

と
し
て
、
毎
年
度
末
に
成
果
と

課
題
に
関
す
る
検
証
を
、
第
二

段
階
と
し
て
、
9
年
間
の
教
育

課
程
を
4
、
3
、
2
年
に
区
切

る
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
検
証

を
、
第
三
段
階
と
し
て
、
一
貫

校
と
し
て
の
教
育
が
1
つ
の
サ

イ
ク
ル
と
し
て
完
了
す
る
35
年

度
末
に
総
合
的
な
検
証
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
一
貫
校
と
し
て

の
取
り
組
み
の
成
果
を
他
の
中

学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で
活
用
す
る
こ

と
で
、
小
・
中
学
校
間
の
更
な

る
連
携
強
化
を
図
り
、「
つ
な
ぐ

教
育
」
を
展
開
し
て
い
く
。

危
機
管
理

問
　
首
都
直
下
型
地
震
は
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い

わ
れ
、
危
機
管
理
体
制
や
消
防

力
の
強
化
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

施
政
方
針
に
あ
る
強
化
策
の
具

体
的
内
容
と
期
待
さ
れ
る
効
果
、

危
機
管
理
室
と
消
防
局
の
連
携

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
市
で
は
、
災
害
に
備
え
、

職
員
の
対
応
能
力
の
強
化
に
向

け
た
訓
練
の
他
、
自
助
・
共
助

と
し
て
の
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
そ
の
「
核
」
と

な
る
小
学
校
区
防
災
拠
点
体
制

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
拠
点
は
、
平
時
で
は
防
災

訓
練
等
、
災
害
時
に
は
被
害
状

況
の
把
握
や
避
難
所
の
開
設
、

災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
等
重

要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
、
地

域
住
民
、
学
校
、
市
が
顔
の
見

え
る
関
係
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

災
害
時
に
は
地
域
住
民
と
の
協

力
活
動
の
迅
速
化
を
図
れ
る
等

の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
危
機
管
理
室
と
消
防

局
と
は
、
防
災
訓
練
の
実
施
や

災
害
対
策
本
部
員
に
消
防
局
長

を
あ
て
る
等
相
互
に
連
携
し
て

お
り
、
引
き
続
き
万
全
の
体
制

と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

で
確
定
す
る
こ
と
か
ら
、
直
近

の
数
値
で
比
較
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
普
通
交
付
税
は
使
途
が

特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財
源

で
あ
り
、
併
せ
て
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
も
可
能
と
な
る
た

め
、
財
政
状
況
が
多
少
緩
和
さ

れ
、
経
常
収
支
比
率
や
公
債
費

負
担
比
率
も
若
干
改
善
さ
れ
る

等
、
財
政
運
営
に
幅
が
で
き
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
還
元

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

私
立
保
育
園

補
助
制
度

問
　
私
立
保
育
園
に
対
す
る
補

助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
複
雑

な
旧
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

市
が
求
め
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

運
営
経
費
は
委
託
料
と
し
て
支

給
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
新
制

度
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
及
び

園
の
運
営
側
の
反
応
は
ど
う
か
。

ま
た
、
積
算
方
法
が
変
わ
っ
た

こ
と
で
、
前
年
度
と
同
じ
内
容

で
も
積
算
額
に
増
減
が
生
じ
う

る
が
、
大
幅
な
減
額
と
な
る
園

へ
の
対
処
は
考
え
て
い
る
か
。

答
　
新
制
度
で
は
、
定
員
数
に

か
か
わ
ら
ず
公
平
と
な
る
よ
う

積
算
の
単
価
を
設
定
し
、
保
育

園
運
営
の
た
め
の
適
正
額
が
支

給
さ
れ
る
た
め
、
市
と
し
て
は

完
成
度
の
高
い
制
度
と
考
え
て

い
る
。
事
務
の
簡
素
化
等
に
努

め
、
担
当
職
員
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
の
強
化
も
図
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
過
大
請
求
と
い
っ
た
事

故
も
防
げ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
市
川
市
民
間
児
童
福
祉

施
設
協
議
会
も
概
ね
好
意
的
な

反
応
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
積
算

額
が
大
幅
減
と
な
る
園
に
つ
い

て
は
、
制
度
上
の
不
備
が
理
由

で
あ
れ
ば
、
基
準
の
改
正
や
補

正
予
算
等
も
含
め
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

自
由
ク
ラ
ブ

緑

風

会

井
上
　
義
勝
　
　
青
山
　
博
一

小
泉
　
文
人
　
　
加
藤
　
武
央

竹
内
　
清
海
　
　
松
永
　
鉄
兵

稲
葉
　
健
二
　
　
松
井
　
　
努

松
永
　
修
巳

塩浜２丁目護岸

建て替えられる市民会館（左）と市役所本庁舎（右）

インターネット  
市議会中継のご案内  
　市川市議会では、本会議の
様子を「ＩＩＢＳ　いちかわ
インターネット放送局」で配
信しています。中継は、本会
議開議中の生中継のほか、録
画（おおむね１年間公開）も
ご覧になれます。 

検索 


